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政治に対する国民の信頼回復のため実効性のある政治資金に係る

問題の再発防止策の実現を求める意見書 

 上記の意見書案を函館市議会会議規則第１３条第１項の規定により提 

出します。 
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政治に対する国民の信頼回復のため実効性のある 

政治資金に係る問題の再発防止策の実現を求める 

意見書 

 

先日、自民党派閥の政治資金パーティーを巡る問題を受け、政治倫理

審査会が開催され、現職首相が初めて出席するなど、国民の政治に対す

る不信感がさらに広がっているところであります。 

政治資金については、政治資金規正法において、「民主政治の健全な 

発達を希求して拠出される国民の浄財であることにかんがみ、その収支 

の状況を明らかにすることを旨とし、これに対する判断は国民にゆだね、 

いやしくも政治資金の拠出に関する国民の自発的意思を抑制することの

ないように、適切に運用されなければならない。」、「政治団体は、そ

の責任を自覚し、その政治資金の収受に当たっては、いやしくも国民の

疑惑を招くことのないように、この法律に基づいて公明正大に行わなけ

ればならない。」と基本理念が規定されております。 

このことから、今回の問題を検証し、再発防止に向け、政治資金の透

明性向上と不正の抑止力を高めた制度設計に改める必要があると考えま

す。 

よって、政府並びに国会は、政治に対する国民の信頼回復のため、実

効性のある政治資金に係る問題の再発防止策を実現するよう強く求めま

す。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 

 

令和６年３月  日 

 

函館市議会議長 吉 田 崇 仁   


